
 
 ８月

  がつ

２１日
    にち

（日
にち

）、感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

を講じながら
こう       

、３年ぶり
  ねん    

に通常
つうじょう

に近い
ちか  

四
よん

同研
どうけん

大会
たいかい

が開催
かいさい

されました。 

 午前中
ごぜんちゅう

の記念
きねん

講演
こうえん

では、奈良県
な ら け ん

御所市
ご せ し

柏原
かしはら

西光寺
さいこうじ

（水平社
すいへいしゃ

運動
うんどう

発祥地
はっしょうち

）住 職
じゅうしょく

の清原
きよはら

隆
りゅう

宣さん
せん    

に「人
ひと

の世
よ

に、熱
ねつ

と光
ひかり

を！」と題して
だい    

、ご講
 こう

演
えん

いただきました。 

 水平社
すいへいしゃ

宣言
せんげん

を通
とお

して、「命
いのち

は尊
とうと

いもの、人間
にんげん

は尊敬
そんけい

すべきもの。あるがままの自分
じぶん

を認
みと

め、それぞれの良
よ

さ

をお互
たが

いに認
みと

め合
あ

いましょう。人
ひと

が人
ひと

を生
う

まれた場所
ばしょ

などで測
はか

るまちがったものさしをなくしていきましょう。

すべての人
ひと

に熱
ねつ

と光
ひかり

があります。人
ひと

が人
ひと

として誰
だれ

もが尊
とうと

く大切
たいせつ

にされる社会
しゃかい

を作
つく

りましょう。」と呼
よ

びかけら

れました。 

 午後
ご ご

の社会
しゃかい

教育
きょういく

「住民
じゅうみん

・団体
だんたい

の学習
がくしゅう

と啓発
けいはつ

」分科会
ぶんかかい

では、天白
てんぱく

人権
じんけん

まちづくりの会
かい

 西川
にしかわ

晴
はる

義
よし

さんから

『「誇れ
ほこ  

るまちづくり」にむけて』と題して
だい    

、報告
ほうこく

がありました。地区
ち く

の子ども
こ   

の数
かず

は年々
ねんねん

激減
げきげん

し、少子化
しょうしか

は慢性的
まんせいてき

な課題
かだい

であり、今後
こんご

のまちづくりを進め
すす  

ていくうえで子
こ

どもたちの存在
そんざい

は不可欠
ふ か け つ

で、昨年
さくねん

１１月
   がつ

に実施
じっし

された「ス

ポーツ鬼ごっこ
おに     

と焼
や

き芋
いも

を持
も

ち帰
かえ

ろう」や１月
  がつ

、３月
  がつ

、７月
  がつ

に実施
じっし

された「子ども
こ   

食堂
しょくどう

」開催
かいさい

に至る
いた  

経緯
けいい

が説明
せつめい

され、今後
こんご

の取り組み
と  く  

については以下
い か

の二点
にてん

のようにまとめられました。 

〇地域
ちいき

の子ども
こ   

たちにこのような活動
かつどう

への参加
さんか

を募る
つの  

ことは、子ども
こ   

たちにとって幅広い
はばひろ  

交流
こうりゅう

がはかられ、

仲間づくり
な か ま     

を進めて
すす    

いくことにもつながります。並行
へいこう

して、人文協
じんぶんきょう

活動
かつどう

である小 中
しょうちゅう

学生
がくせい

人権
じんけん

学習会
がくしゅうかい

『レ

ッツ』『TOMORROW
ト ゥ モ ロ ー

』、進路
しんろ

学習会
がくしゅうかい

『チャレンジ』、まちづくりでは高校生
こうこうせい

交流
こうりゅう

活動
かつどう

『くれよん』の年代
ねんだい

別
べつ

の活性化
かっせいか

にもつなげ、小学生
しょうがくせい

から高校生
こうこうせい

まで継続
けいぞく

して参加
さんか

した子ども
こ   

たちが、地域
ちいき

の大人
おとな

たちと豊か
ゆた  

に

出会い
で あ  

、成人後
せいじんご

にも差別
さべつ

をなくしていく主体者
しゅたいしゃ

として、今後
こんご

のまちづくりに貢献
こうけん

してくれるような繋がり
つな    

を

構築
こうちく

していきたい。 

〇近年
きんねん

、天白町
てんぱくちょう

では天白町
てんぱくちょう

運動会
うんどうかい

等
とう

がなくなり、住民
じゅうみん

同士
どうし

の交流
こうりゅう

について、以前
いぜん

に比べる
くら    

と停滞
ていたい

してい

るように感じる
かん    

。今後
こんご

はまちづくりの会
かい

が主体
しゅたい

となって、こども食堂
しょくどう

の企画
きかく

・運営
うんえい

を担
にな

い、ふれあいまつり

と同様
どうよう

に天白町
てんぱくちょう

住民
じゅうみん

の方
かた

に活動
かつどう

の輪
わ

を広げ
ひろ  

、子ども
こ   

たちのふれあいを通して
とお    

、ともに人権
じんけん

に関する
かん    

活動
かつどう

や

学習会
がくしゅうかい

、フィールドワークへの参加
さんか

等
とう

から理解
りかい

を深め
ふか  

、人権
じんけん

啓発
けいはつ

活動
かつどう

の活性化
かっせいか

につなげ、差別
さべつ

をなくす輪
わ

も

拡げて
ひろ    

いきたい。そして、大人
おとな

同士
どうし

、大人
おとな

と子ども
こ   

、子ども
こ   

同士
どうし

が今
いま

以上
いじょう

に交流
こうりゅう

できる場
ば

を増やし
ふ   

、一人
ひとり

で

も多く
おお  

の参画者
さんかくしゃ

を募り
つの  

、日永
ひなが

地域
ちいき

に大きく
おお    

展開
てんかい

させ、子ども
こ   

たちがこの地区
ち く

を好き
す  

になり、そして誇れる
ほこ    

こ

とのできるまちを目指して
め ざ   

いきたい。 

 

 

 ９月
がつ

４日
よっか

（土
ど

）社会
しゃかい

同和
どうわ

教育
きょういく

講座
こうざ

を「部落
ぶらく

問題
もんだい

の今
いま

と、まちづくりの中
なか

での人権
じんけん

教育
きょういく

」と題
だい

し、開催
かいさい

しま

した。教育
きょういく

ファシリテーター、Ｄｅｍｏ
で も

代表
だいひょう

の武田
たけだ

緑
みどり

さんを講師
こうし

にお迎
むか

えし、新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

拡大
かくだい

防止
ぼうし

対策
たいさく

としてオンライン講演
こうえん

にて行
おこな

いました。天白
てんぱく

第二集
だいにしゅう

会所
かいしょ

の会場
かいじょう

の他
ほか

、関係
かんけい

学校
がっこう

や行政
ぎょうせい

機関
きかん

へ繋
つな

い

での実施
じっし

です。 

広報
こうほう

 てんぱく 
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四日市
よっかいち

市立
しりつ

人権
じんけん

プラザ天白
てんぱく

 

電話
でんわ

346-2803 ＦＡＸ
ﾌ ｧ ｯ ｸ ｽ

 346-2902 



 講義
こうぎ

ではまず、部落
ぶらく

差別
さべつ

についての説明
せつめい

がありました。地縁
ちえん

、血縁
けつえん

に基
もと

づいた差別
さべつ

で、残念
ざんねん

なことに現代
げんだい

でも

インターネット上
じょう

での差別
さべつ

、結婚
けっこん

に関
かん

する差
さ

別
べつ

など様々
さまざま

な形
かたち

で差別
さべつ

が残
のこ

っているという説明
せつめい

でした。また

部落差別
ぶらくさべつ

に限
かぎ

らず差別
さべつ

を受
う

けてきた人々
ひとびと

の次
つぎ

の世代
せだい

の方
かた

も不当
ふとう

な立場
たちば

に置
お

かれてしまう構造
こうぞう

（負
ふ

の連鎖
れんさ

）につい

ても紹介
しょうかい

していただきました。 

 次
つぎ

に講師
こうし

も関
かか

わっていた大阪府
おおさかふ

箕面市
み の お し

北芝
きたしば

地区
ち く

でのまちづくり活動
かつどう

についての紹介
しょうかい

をしていただきました。

地域
ちいき

での子
こ

どもの見
み

守
まも

り活
かつ

動
どう

としての駄菓子屋
だ が し や

企画
きかく

、周辺
しゅうへん

地域
ちいき

交流
こうりゅう

としての街
まち

カフェ企画
きかく

、子
こ

ども通貨
つうか

の

導入
どうにゅう

による子
こ

どもの地域
ちいき

活動
かつどう

への参加
さんか

を促
うなが

す取
と

り組
く

みについてのお話
はなし

でした。様々
さまざま

な活動
かつどう

を行
おこな

う中
なか

、その

活動
かつどう

に関
かか

わる人々
ひとびと

が活動
かつどう

自体
じたい

の意義
い ぎ

や目的
もくてき

を確認
かくにん

しながら運営
うんえい

していくことが大事
だいじ

であるとお話
はなし

をいただき

ました。 

 最後
さいご

に部落
ぶらく

問題
もんだい

についての啓発
けいはつ

のために講師
こうし

が講演会
こうえんかい

で行
おこな

っているワークショップ実践
じっせん

についてお話
はなし

いた

だきました。リモート講演
こうえん

というところで実際
じっさい

に行
おこな

えなかったのが残念
ざんねん

でしたが、部落
ぶらく

問題
もんだい

について考
かんが

えるこ

との重要
じゅうよう

さを教
おし

えていただきました。 

 会場
かいじょう

からは、「実体験
じったいけん

の中
なか

での講演
こうえん

でしたので、とてもよくわかりました」「自分
じぶん

の住
す

んでいる地域
ちいき

でつなが

りが持
も

てるあたかかい地域
ちいき

になるように自分
じぶん

のできることをやっていきたい」との感想
かんそう

をいただきました。 

 社会
しゃかい

は個人
こじん

の意識
いしき

の集
しゅう

合体
ごうたい

であり、差別
さべつ

をする社会
しゃかい

があるということは個人
こじん

の意識
いしき

として差別
さべつ

を黙認
もくにん

する

状 況
じょうきょう

があるということ、その状 況
じょうきょう

を改善
かいぜん

するために人権
じんけん

啓発
けいはつ

を続けて
つづ    

いく必要
ひつよう

があるという講師
こうし

のお話
  はなし

はとても印象的
いんしょうてき

でした。人権
じんけん

プラザ天白
てんぱく

はこれからも社会
しゃかい

同和
どうわ

教育
きょういく

講座
こうざ

をはじめとした人権
じんけん

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

み、

差別
さべつ

を許
ゆる

さない社会
しゃかい

を目指
め ざ

して行
い

きます。 
 

 レッツ・チャレンジ合同
ごうどう

 ～社会
しゃかい

見学
けんがく

～ 2022.8.19  
 
朝
あさ

から晴天
せいてん

の中
なか

、久々
ひさびさ

の社会
しゃかい

見学
けんがく

で、「ばんこの里
さと

会館
かいかん

」へ行って
い   

きました。まず日永
ひなが

駅
えき

まで歩
ある

き、あ

すなろう鉄道
てつどう

に乗 車
じょうしゃ

しました。自分
じぶん

たちで切符
きっぷ

を買
か

う体験
たいけん

を考
かんが

えていましたが、今回
こんかい

は参加
さんか

人数
にんずう

が多
おお

か

ったこともあり、行
おこな

うことができませんでした。近
きん

鉄線
てつせん

に乗
の

り換
か

え、川原町駅
かわらまちえき

で下車
げしゃ

、予定
よてい

よりも少
すこ

しはや

く到 着
とうちゃく

できました。 

絵付
え つ

け体験
たいけん

スタートです。６種類
しゅるい

の色
いろ

を使
つか

い、お皿
さら

にどんな絵
え

を描
か

いくのかを考
かんが

え、それぞれのペースで

始
はじ

めました。お皿
さら

の表 面
おもてめん

だけでなく、裏面
うらめん

にも描
か

いていました。作業
さぎょう

を効率
こうりつ

よく進
すす

めることができたので、

感想
かんそう

なども記入
きにゅう

し、作業
さぎょう

を終
お

えることができました。帰
かえ

りは、予定
よてい

より１本
ぽん

はやい電車
でんしゃ

にのることができ、

はやくプラザに戻
もど

ってくることができました。交通
こうつう

ルールや電車内
でんしゃない

でのマナーなども、きちんと守
まも

れていま

した。 

こういった経験
けいけん

を積
つ

み上
あ

げていくことは、子
こ

どもたちにとっても大切
たいせつ

なことだと、あらためて感
かん

じさせられ

ました。作品
さくひん

は、１か月
げつ

ほどで出来上
で き あ

がってくる予定
よてい

です。出来上
で き あ

がりが楽
たの

しみです。 

 
 

 

 

 

 


